
 

 

 

        

《 

岩
手
県
こ
と
ば
を
育
む
親
の
会
紫
波
・
矢
巾
大
会 

》 

六
月
十
五
日
（
土
）
田
園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
親
の
会
大
会
紫
波
・
矢
巾
大
会
が
、

来
賓
等
含
め
三
百
名
を
超
す
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

主
催
者
で
あ
る
県
親
の
会
会
長 

主
濱
友
子
、
実
行
委
員
長 

滝
澤
真
千
子
の
挨
拶
に
続

き
、
本
会
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
十
六
名
の
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
紫
波
町
長
、
矢
巾
町
長
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、 

岩
手
県
難
聴
言
語
障
が
い
教
育
研
究
会
会
長
の
四
名
の
方
々
か
ら 

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
講
演
会
・
座
談
会
が
行
わ
れ
、
大
会
副
実
行
委
員 

長
の
蒲
生
麻
衣
子
よ
り
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま 

し
た
。 

多
く
の
方
々
の
協
力
と
連
携
が
感
じ
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま 

し
た
。 

   

講
演
は
、
元
盛
岡
市
立
中
野
小
学
校
校
長
の
野
口
晃
男
先
生
が
、「
子
育
て
・
孫
育
て
・

自
分
育
ち 

～
今
こ
そ
伝
え
よ
う
日
本
人
の
心
～ 

」
と
い
う
演
題
で
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

 

野
口
先
生
の
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
や
様
々
な
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
、
孫
育
て
の
楽
し
み
、

自
分
育
ち
に
つ
い
て
沢
山
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
親
と
し
て
先

生
の
お
話
の
よ
う
に
対
応
で
き
た
ら
、
子
ど
も
も
伸
び
伸
び
と
育
つ
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。」

「
広
い
心
で
子
育
て
を
し
た
い
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

「
親
の
思
い
を
通
し
て
、
親
の
会
活
動
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
橋
本
政
樹
元
紫
波
支

部
会
長
を
座
長
に
、
前
紫
波
支
部
会
長
、
現
紫
波
支
部
会
長
、
紫
波
支
部
Ｏ
Ｂ
会
員
、
現

矢
巾
支
部
会
長
、
副
会
長
の
六
名
で
座
談
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

お
子
さ
ん
が
こ
と
ば
の
教
室
に
通
級
し
た
こ
と
で
、
親
の
会
に
入
り
、
活
動
を
始
め
た

こ
と
や
、
そ
の
中
で
幼
児
教
室
の
必
要
性
を
感
じ
、
設
置
に
向
け
て
活
動
し
て
き
た
こ
と

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
で
紫
波
町
の
幼
児
こ
と

ば
の
教
室
の
担
当
で
あ
る
熊
谷
幸
子
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
紹
介
が
あ
り
、幼
児
教
室

の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
「
両
支
部
が
こ
の
紫
波
・
矢
巾
大
会
に
向
け
て
協
力
し

て
活
動
し
て
き
た
よ
う
に
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
交
流
し
、
活
動
し
て
い
き
た

い
。」「
子
ど
も
が
通
級
し
た
こ
と
で
、
親
も
一
緒
に
親
と
し
て
成
長
し
て
き
た
よ
う
に
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
和
や
か
な
中
に
も
、
親
の
会
の
活
動
の
在
り
方
や
方
向
性
を
具
体
的
に
示
し

て
く
れ
た
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。 
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《 
県
親
の
会
総
会 

》 
紫
波
・
矢
巾
大
会
に
引
き
続
き
、
今
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。
来
賓
の
岩
手
の
こ
と
ば
を
語
る
会 

副
会
長 

坂
本
信
行
氏
に

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

事
務
局
よ
り
昨
年
度
の
活
動
経
過
報
告
・
決
算
報
告
が
あ
り
、
今
年

度
の
活
動
方
針
・
事
業
計
画
・
予
算
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
の
中
で
は
、
県
へ
の
要
望
に
つ
い
て
の
質
疑
、
予
算
の
効
率
的
執

行
に
つ
い
て
の
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
二
年
間
の

役
員
と
し
て
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

会 
 

長 

主
濱 

友
子
（
再
任
） 

副 

会 

長 

岡
﨑 

清
弘
（
再
任
） 

 
林 

 

義
明
（
再
任
） 

 
 
 
 
 
 

小
崎 

真
樹
（
再
任
） 

 
 

櫻
岡 
正
久
（
再
任
） 

 

事
務
局
長 

小
原 

俊
彦
（
再
任
） 

 

会
計
監
事 

橋
本 

政
樹
（
再
任
） 

 
 

田
口 

好
子
（
再
任
） 

 

 

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

  

全
国
こ
と
ば
を
育
む
会 

総
会
・
研
修
会 
》 

六
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
）
に
東
京
（
福
祉
財
団
ビ
ル
） 

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
の
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
目
の
研
修
会
で
は
、
言
語
・
情
緒
に
特
化
し
な
い
通
級
指
導 

教
室
を
設
置
し
て
い
る
高
崎
市
の
現
状
に
つ
い
て
、
群
馬
県
高
崎
市 

通
級
指
導
教
室(

金
古
教
室) 

峯
岸
幸
弘
先
生
を
講
師
に
、「
通
級
指
導

教
室
の
学
び
―
こ
と
ば
・
き
こ
え
・
こ
こ
ろ
―
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
高
崎
市
で
は
、
十
年
間
で
通
級
児
童
数
が
二
．
五
倍
に
増
加
し

ま
し
た
が
、
指
導
時
間
の
工
夫
や
グ
ル
ー
プ
指
導
を
行
い
待
機
さ
せ
な

い
方
針
で
あ
る
と
い
う
話
で
し
た
。 

二
日
目
の
総
会
で
は
平
成
三
十
年
度
の
報
告
、
令
和
元
年
度
の
計
画
及
び
定
款
変
更
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
「
全
国
調
査
結
果
」
及
び
国
へ
の
要
望
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
、

今
年
度
の
長
野
大
会
の
準
備
状
況
の
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。 

《
全
国
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
代
表
者
研
修
会
・
総
会
》 

 

六
月
二
十
二
日
（
土
）
二
十
三
日
（
日
）
に
東
京
に
お
い
て
、「
全
国
難
聴
児
を
持
つ
親

の
会
研
修
会
・
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
目
の
研
修
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
が
連
携
し
、
難
聴
児
の
早
期
支
援
に

む
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
格
差
を
解
消
し
、
全
て
の
難
聴
児
と
そ
の
家
族
に
、
早
期
に
適
切
な
支
援
と
情
報
を
届
け

る
た
め
に
必
要
と
な
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
連
携
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
こ
と
。
今
後
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
難
聴
児
へ
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
た
め
の
取
組
を
全
国
各
地
で
早
急
に
実
行
に
移
し
て
い
く
と
い
う
内
容
で

し
た
。 

総
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
の
報
告
、
今
年
度
の
役
員
と
活
動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
講
演
会
で
は
、
学
習
言
語
の
獲
得
に
は
幼
児
教
育
が
大
切
な
こ
と
、
生
活
言
語
は

経
験
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
問
題
解
決
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

自
己
理
解
、
他
者
と
の
客
観
的
な
比
較
、
状
況
改
善
を
適
切
に
求
め
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と

い
う
よ
う
な
セ
ル
フ
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

◎
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
、
県
内
八
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
情
報
の

共
有
や
日
頃
の
思
い
を
話
題
に
し
て
の
交
流
、
学
習
会
の
開
催
な
ど
、
各
支
部
の
活

性
化
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
な
お
研
修
の
内
容
や
話
題
等
に
つ
い
て
県
事
務
局
に

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

◎
「
第
三
十
七
回 

幼
児
期
の
言
語
教
育
研
修
講
座
」 

 
 

・
日 
時 

令
和
元
年
八
月
二
十
四
日
（
土
） 

九
時
三
十
分
～ 

    

・
会 
場 
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ 

八
階
） 

 

※
各
支
部
親
の
会
会
員
の
皆
様
に
よ
る
「
案
内
文
書
配
付
」
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
参
加
の
申
し
込
み
が
届
い
て
お
り
ま
す
。 
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県
親
の
会
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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